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スカパーＪＳＡＴ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役 執行役員社長 高田真治）は、2011 年 11 月か

ら、世界中の映画祭受賞作を中心に、日本では未公開・未放送の名作映画をお届けする映画番組「THE 

PRIZE～世界の映画祭から～」を、BS スカパー！（BS 241ch）にて毎週放送しています。 

この度、2011 年 11 月から 2012 年 10 月までに放送された 46 作品の中から、視聴者がもう一度“観たい”

と思う作品を選ぶアワード企画「THE GRAND PRIZE」（※「THE PRIZE」のグランプリの意）を開催いたします。

最も“観たい”票を集めたグランプリ作品は、2013 年 3 月に BS スカパー！（BS 241ch）にて特別放送します。 

 

「THE PRIZE」枠では、ミニシアター映画館の相次ぐ閉館を背景に、視聴機会になかなか恵まれない作品に

光をあてています。その中には世界三大映画祭と言われる、カンヌ国際映画祭、ヴェネチア国際映画祭の受

賞作も含まれ、ロシアの巨匠、アレクサンドル･ソクーロフや、アメリカの監督、ブライアン・デ・パルマら有名監

督の作品も含まれます。今回の企画実施にあわせて、今後「THE PRIZE～世界の映画祭から～」で放送して

欲しい作品の募集も受け付けます。あなたの一票で放送作品が決定する「THE GRAND PRIZE」に是非、ご参

加ください。 

 

 

【THE GRAND PRIZE 実施概要】 

特設サイト上で対象作品の予告短編動画と作品情報がご確認いただけます。 

あなたが最も“観たい”と思う作品を選び、投票して下さい。投票数N0.1の作品がグランプリを獲得します。 

「THE GRAND PRIZE」 特設ページ http://www.bs-sptv.com/the_grand_prize/ 

 

投票受付期間 ：2012年11月29日（木）～2013年1月31日（木） 

グランプリ作品発表 ：2013年2月予定 

グランプリ作品放送 ：2013年3月予定 

 

【THE PRIZE～世界の映画祭から～ 番組概要】 

世界中の映画祭で受賞の栄冠に輝いていながら 

日本国内では未公開・未放送の作品を中心に放送する 

BSスカパー！（BS 241ch）の映画番組。番組ナビゲーターは、崔洋一監督。 

ここでしか見ることのできない世界中の名作映画を、是非お楽しみください。 

 

放送日 ：毎週金曜夜10時～  

放送チャンネル ：BSスカパー！（BS 241ch） 

視聴方法 ：2 週間お試し体験のお申込みで、1 年間無料でお楽しみいただけます。                          

        ※スカパー！ご契約者様も無料でご覧いただけます。 

 

日日本本未未公公開開・・未未放放送送//世世界界のの映映画画祭祭受受賞賞作作かからら、、  

人人気気 NNoo,,11 ををああななたたのの投投票票でで決決定定！！  

映映画画監監督督・・崔崔洋洋一一氏氏もも賛賛辞辞をを寄寄せせるる特特別別企企画画！！  

「「TTHHEE  GGRRAANNDD  PPRRIIZZEE」」  
1111//2299（（木木））～～ススカカパパーー！！特特設設ササイイトトににてて投投票票受受付付開開始始！！  

http://www.bs-sptv.com/the_grand_prize/


 

【番組ナビゲーター：崔洋一監督コメント】 

今、残念ながら日本は、見ることができる映画の幅が狭まってきています。

アメリカやヨーロッパのみならず、私達が訪れたことのない小さな国や 

交流が少ない諸外国の映画を見る機会が、圧倒的に失われてきたことは 

残念です。 

「THE PRIZE～世界の映画祭から～」は、我々が訪れたことのない外国の 

それも世界各国の映画祭で評価された作品を見ることができる 

貴重な宝物のような番組です。 

愛あり、憎しみあり、父母やその前の人々が体験してきた大きな歴史の 

うねりのなかの人の物語、様々な価値観が横たわる作品は、私達の胸に 

響くことでしょう。 

 

  

 

当リリース情報は、こちらのサイトにも掲載されております。「スカパー！エンタメ情報館」 http://blogs.skyperfectv.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考資料 

「THE GRAND PRIZE」 エントリー作品（46作品） 
作品タイトル 受賞歴 監督 製作年/製作国

雨果（ユィグォ）の休暇 2011年山形国際ドキュメンタリー映画祭　小川紳介賞（アジア部門グランプリ）受賞 顧桃（グー・タオ） 2011年/中国

密告者とその家族 2011年山形国際ドキュメンタリー映画祭 ロバート＆フランシス・フラハティ賞（グランプリ） ルーシー・シャツ
2011年/アメリカ・イスラエル・
フランス

Lovers Again 2010年モスクワ映画祭　出品 他 ミヒャエル・コーエン 2010年/フランス

ただいま 　それぞれの居場所 2010年度文化庁映画賞　文化記録映画大賞受賞 大宮浩一 2010年/日本

美しき棘 2010年ルイ・デリュック賞　最優秀新人賞受賞 他 レベッカ・ズロトヴスキ 2010年/フランス

ラバー 2010年シッチェス・カタロニア国際映画祭　ヤング審査員賞、ヨーロッパ映画・長編部門銀賞 他 クエンエティン・デュピュー 2010年/フランス

愛人のいる生活 2010年カルロヴィヴァリ国際映画祭　最優秀監督賞・最優秀ヨーロッパ作品賞 他 ライコ・グゥルリッチ
2010年/クロアチア・
セルビア・スロベニア

スモールタウン マーダー ソングズ 2011年インディアナポリス映画祭　国際映画祭最優秀作品賞受賞 他 エド・ガス＝ドネリー 2010年/カナダ

タッカーとデイル　史上最悪にツイてないヤツら 2010年SXSWフィルム・アワード　ミッドナイト部門観客賞 他 イーライ・クレイグ 2010年/カナダ

穏やかな暮らし 2010年ローマ国際映画祭　最優秀男優賞・最優秀イタリア人俳優賞受賞 クラウディオ・クッペリーニ
2010年/イタリア・ドイツ･
フランス

ステイク・ランド 戦いの旅路 2010年トロント国際映画祭　ミッドナイト・マッドネス部門観客賞（最高賞）受賞 ジム・マイケル 2010年/アメリカ

泣かないで、トーンズ 2011年ヒューストン国際映画祭　 ドキュメンタリー部門　プラチナ賞 ク･スファン 2010/韓国

監獄と楽園 2011年山形国際ドキュメンタリー映画祭 日本映画監督協会賞受賞 ダニエル・ルディ・ハリヤント 2010/インドネシア

トルソ 2009年トリノ国際映画祭　コンペティション部門正式出品 他 山崎裕 2009年/日本

父の初七日 2010年台湾金馬奨　助演男優賞、最優秀脚色賞受賞 他 ワン・ユーリン（王育麟） 2009年/台湾

ピアシングⅠ 2010年アジア太平洋映画大賞　最優秀長編アニメ賞 他 劉健 2009年/中国

マンモス　世界最大のSNSを創った男 2009年ベルリン国際映画祭　コンペティション部門正式出品 ルーカス・ムーディンソン
2009年/スウェーデン・
デンマーク・ドイツ

イン・ハー・スキン 2011年ミラノ映画祭　最優秀女優賞受賞 シモーヌ・ノース 2009年/オーストラリア

ボヴァリー夫人【ディレクターズ・カット版】 1989年モントリオール世界映画祭　グランプリ・国際批評家連盟賞受賞 他 アレクサンドル・ソクーロフ
1989年・2009年（再編集）
/ロシア

ナイトアオルズ 2008年カルロヴィ・ヴァリ国際映画祭　最優秀主演女優賞・最優秀主演男優賞 受賞 他 ミカエラ・パヴラートヴァー 2008年/チェコ

悲しみのミルク 2009年ベルリン国際映画祭　金熊賞受賞、国際批評家連盟賞 他 クラウディア・リョサ 2008年/ペルー

モダン・ライフ 2008年ルイ・デリュック賞　作品賞受賞 他 レイモン・ドゥパルドン 2008年/フランス

ビルマVJ　消された革命 2009年サンダンス映画祭　世界映画ドキュメンタリー制作賞受賞 他 アンダース・オステルガルド 2008年/デンマーク

私を撮って 「ピエール・カルダン」イタリア映画祭（フランス）　最優秀主演女優賞受賞 他 アンナ・ネグリ 2008年/イタリア

チェチェンへ　アレクサンドラの旅 2008年キネマ旬報ベスト10　外国語映画部門第10位
アレクサンドル・ソクーロフ

2007年/ロシア･フランス合作

リダクテッド　真実の価値 2007年ヴェネチア国際映画祭　銀獅子賞[最優秀監督賞]受賞 他 ブライアン・デ・パルマ 2007年/アメリカ・カナダ

オルグヤ、オルグヤ･･･ 2010年ニューカレドニア国際ドキュメンタリー映画祭　審査員賞 顧桃（グー・タオ） 2007年/中国

ヘンゼルとグレーテル 2009年ポルト国際映画祭　ファンタジー映画コンペティション部門特別賞 他 イム・ピルソン 2007年/韓国

尻に憑かれた男 2008年ブラジル・アカデミー賞　最優秀脚本賞・最優秀助演女優賞受賞 他 エイトール・ダーリア 2007年/ブラジル

捨て犬マッカムの大冒険 2007年カンヌ国際映画祭　パルムドッグ賞 パンタム・トンサン 2007年/タイ

フランドル 2006年カンヌ国際映画祭　審査員グランプリ受賞 ブリュノ・デュモン 2006年/フランス

ピリペンコさんの手づくり潜水艦 2007年山形国際ドキュメンタリー映画祭　市民賞受賞 他
ヤン・ヒンリック・ドレーフス、
 レネー・ハルダー

2006年/ドイツ

タクシデルミア　ある剥製師の遺言 2004年サンダンス・NHK国際映像作家賞受賞 他 パールフィ・ジョルジ
2006年/ハンガリー・
オーストリア・フランス合作

許されざるもの
2005年釜山国際映画祭　観客賞・最優秀アジア映画賞・国際映画批評家連盟賞・
ニューカレンツ部門特別賞 他

ユン・ジョンビン 2005年/韓国

女工哀歌（じょこうエレジー）
2005年アムステルダム国際ドキュメンタリー映画祭
アムネスティ・ヒューマンライツ・アワード受賞

ミカ・X・ペレド 2005年/アメリカ

運命の旅 2004年ヴェネチア国際映画祭　新人監督賞 他 イズマル・フェロヒ
2004年/フランス・モロッコ・
ブルガリア・トルコ

チャンピオンズ
2004年チェコ・ライオン（チェコ・アカデミー賞）　最優秀助演男優賞・最優秀助演女優賞・
最優秀編集賞　受賞

マレク・ナイブルト 2004年/チェコ

イヤー・オブ・ザ・デビル 2003年ハンティマンシースク映画祭　最優秀映画賞 他 ペトル・ゼレンカ 2002年/チェコ

チェコアニメーション　ヤン・ヴェリフのフィム
ファールム

2003年チェコ・ライオン（チェコ・アカデミー賞）　最優秀美術賞 他
アウレル・クリムト、
ヴラスタ・ポスピーシロヴァー

2002年/チェコ

マインド・ゲート　監禁少女のＳＯＳ 2004年パリ映画祭　最優秀作品賞・最優秀男優賞・最優秀音楽賞 受賞 他 ニック・ウィリング 2002年/イギリス

牡牛座　レーニンの肖像 2001年カンヌ国際映画祭  パルム・ドール　ノミネート アレクサンドル・ソクーロフ 2001年/ロシア・日本

ネコのミヌース 2002年オランダ・アカデミー賞　最優秀作品賞、最優秀女優賞 他 フィンセント・バル 2001年/オランダ

リターン・オブ・ジ・イディオット 1999年ヴェネチア国際映画祭　イタリア批評家賞受賞 他 サシャ・ゲディオン 1999年/チェコ

ひとりで生きる 1992年カンヌ国際映画祭　審査員賞受賞 ヴィターリー・カネフスキー 1991年/フランス・ロシア合作

動くな、死ね、甦れ！ 1990年カンヌ国際映画祭　カメラ・ドール（新人賞）受賞 ヴィターリー・カネフスキー 1989年/ソビエト

100人の子供たちが列車を待っている 1988年ラテンアメリカ映画祭　記録映画部門グランプリ受賞 他 イグナシオ・アグエロ 1988年/チリ


